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3令和6年3月［市政はこだて］

総
額
は
約
2
9
1
3
億
円

令
和
6
年
度
（
2
0
2
4
年
度
）
予
算
案
決
ま
る

（単位：万円）

港 湾 事 業
国 民 健 康 保 険 事 業
自 転 車 競 走 事 業
奨 学 資 金
地 方 卸 売 市 場 事 業
介 護 保 険 事 業
発 電 事 業

後期高齢者医療事業
合　　　　計

26億4,600
270億9,200
278億6,400

1,700
4億2,300
330億3,100

400

1億2,600

51億9,600
963億9,900

△1.6
△2.2
△10.6
△14.2
△12.1
△1.0
△2.2

△2.4

10.8
△3.8

母子父子寡婦福祉資金
貸 付 事 業

区 分 金 額 前年比（％）

■ 6年度　特別会計予算案 （単位：万円）

48億7,900
48億1,300
80億3,700
68億9,700
14億7,200
16億4,600
255億2,000
254億3,000
399億 800
387億8,600

16億5,500
33億8,200
32億7,500
58億9,800
5億4,100
7億5,000
20億2,800
28億4,100
74億9,900
128億7,100

△9,700

10億4,800

△2億1,000

9,000

8億3,100

△30億9,300

△18億4,600

1億 900

△36億   

△84億3,000

1億7,800

23億7,300

4億6,500

26億5,800

56億7,400

収入
支出
収入
支出
収入
支出
収入
支出
収入
支出

収益的
収 支

資本的
収 支

純利益
純損失

資金不足額
（注）

一 般 会 計
からの繰入

■ 6年度　企業会計予算案

水 道 事 業

交 通 事 業

病 院 事 業

合 計

公共下水道
事 業

会 計 区 分

（注）財政健全化法の資金不足額を表示しています。

予算総額
2,913億2,600万円
　（前年比2.5％減）

一般会計
1,432億7,000万円
　（前年比3.7％減）
行政の基本的な事業
に要する経費を市税
などを主な財源とし
て経理する会計

特別会計
963億9,900万円
　（前年比3.8％減）
事業目的を限定し、
特定の歳入を特定の
事業に充てて経理す
る会計

企業会計
516億5,700万円
　（前年比4.1％増）
独立採算による特定
の事業を経理する会
計

予算編成の考え方

6年度一般会計予算案 ※（　）内は 5年度 6月補正後予算額に比べた増減率（％）

市
の
6
年
度
の
予
算
案
が
決
ま
り
、
開
会
中
の
市
議
会
定
例
会
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

※　特別会計予算案、企業会計予算案の金額については、100万円単位にして表示しています。

お問合せ　▷一般会計・特別会計　　　　　財務部財政課　　　　☎21-3526
　　　　　▷水道・公共下水道・交通事業　企業局管理部経理課　☎27-8721
　　　　　▷病院事業　　　　　　　　　　病院局管理部経理課　☎43-2000

歳出合計
1,432億
7,000万円

民生費
564億947万円
39.4％(△1.8)

職員費
172億184万円
12.0％(10.3)

衛生費
117億9,561万円
8.2％(△18.8)

公債費
110億5,634万円
7.7％(△2.8)

商工費
122億6,482万円
8.5％(△3.9)

教育費
72億7,197万円
5.1％(△11.0)

総務費
82億6,022万円
5.8％(40.1)

土木費
103億1,134万円
7.2％(△1.5)

諸支出金
59億6,110万円
4.2％(△23.1)

その他
13億485万円
0.9％(△61.6)

農林水産費
14億3,244万円
1.0％(△0.1)

歳入合計
1,432億
7,000万円

国庫支出金
328億295万円
22.9％(△3.5)

その他
4億8,056万円
0.3％(△86.4)

地方交付税
345億7,500万円  
24.1％(5.0)

市税
313億4,000万円  
21.9％(△2.0)

市債
64億4,820万円    
4.5％(△25.7)

道支出金
84億1,828万円    
5.9％(△13.2)

譲与税・交付金
93億1,840万円    
6.6％(3.4)

諸収入
102億4,604万円  
7.1％(△0.1)

使用料・手数料
31億6,594万円  
2.2％(0.4)

寄付金
31億9,529万円  
2.2％(45.6)

繰入金
32億7,934万円  
2.3％(△4.6)

　令和 6年度予算編成にあたりましては、今後も着実に行財政改革を推進し、健全な行財政運営
に努めることを基本に、限られた財源の中においても、喫緊の課題である人口減少への対策とし
て、子ども・子育て、教育など未来に向けた効果的な施策を総合的に実施するとともに、誰もが
幸せにあふれ、安心して暮らすことのできるまちづくりに向けた各種施策に取り組むこととして
編成し、その結果、下記のとおりとなったところであります。

（注）前年比＝前年度6月補正後予算比

　

昨
年
4
月
に
市
民
の
皆
様
の
温

か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
市
長
に

就
任
し
て
以
来
、
市
民
の
皆
様
の

声
に
応
え
る
べ
く
、
各
般
の
施
策

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

　

本
市
の
年
間
の
出
生
数
は
過
去

最
低
を
更
新
し
続
け
、
人
口
減
少

数
も
4
千
人
を
超
え
る
な
ど
、
少

子
化
と
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
状
況
に
あ
り
、
急
激
な

人
口
の
減
少
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
た
め
、
昨
年
6
月
に
「
人
口

減
少
対
策
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、

市
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
体

制
を
構
築
し
、
対
策
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
対
策
は
、
一
朝
一
夕

に
効
果
が
現
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
若
年
層
の
流
出
を
食

い
止
め
、
選
ば
れ
る
ま
ち
に
な
る

た
め
に
は
、
未
来
に
向
け
た
効
果

的
な
施
策
を
総
合
的
に
実
施
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

未
来
へ
の
投
資
は
、
将
来
世
代

の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
現
役
世

代
の
今
後
を
支
え
る
た
め
の
投
資

で
も
あ
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
を
将

来
に
わ
た
っ
て
残
し
て
い
く
の
は
、

私
た
ち
現
役
世
代
の
責
務
で
も
あ

り
ま
す
。

　

今
こ
こ
に
住
む
市
民
の
皆
様
の

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
こ

と
は
も
と
よ
り
、
こ
の
ま
ち
の
将

来
を
担
う
人
材
を
大
切
に
育
む
と

と
も
に
、
若
者
た
ち
が
こ
の
ま
ち

に
残
り
、
ほ
か
の
ま
ち
か
ら
も
訪

れ
、
生
活
の
場
と
し
て
選
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
魅
力
あ
る
し
ご

と
を
創
出
し
、
活
気
に
あ
ふ
れ
、

賑
わ
い
の
あ
る
、
若
者
を
は
じ
め

と
す
る
多
く
の
方
に
選
ば
れ
る
ま

ち
の
実
現
に
向
け
て
、
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

施
策
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、

○
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を

　

守
り
ま
す

○
医
療
、
福
祉
、
暮
ら
し
を

　

支
え
ま
す

○
経
済
・
観
光
を
再
生
し
ま
す

○
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
で

　

未
来
を
育
み
ま
す

の
4
つ
の
分
野
に
わ
た
り
、
市
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
と
い
う
困
難
な
課
題

に
立
ち
向
か
い
、
こ
の
ま
ち
に
生

き
る
私
た
ち
の
思
い
を
こ
れ
か
ら

の
未
来
を
築
く
世
代
へ
引
き
継
ぎ

発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
新
た
な

変
革
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
、
デ
ジ
タ
ル
が
社
会
に
大
き

な
変
革
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
今
日
ま
で

受
け
継
ぎ
、
培
っ
て
き
た
ま
ち
づ

く
り
へ
の
情
熱
と
、
デ
ジ
タ
ル
の

持
つ
変
革
の
力
に
よ
り
、
新
た
な

函
館
の
魅
力
を
生
み
出
し
、
持
続

可
能
で
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
、

便
利
で
快
適
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
、
皆
様
と
と
も
に
挑
戦
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
市
民
の
皆
様
が
函
館
の

ま
ち
を
何
と
か
し
た
い
と
い
う
強

い
思
い
と
覚
悟
を
、
こ
の
ま
ち
が

明
る
い
未
来
へ
と
前
進
す
る
力
に

変
え
、
今
こ
こ
に
住
む
市
民
だ
け

で
は
な
く
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
こ
の
ま
ち
に
誇
り
や
希
望

を
持
ち
、
全
て
の
市
民
が
誰
一
人

取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
笑
顔

で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
全
力
で
市
政
運
営
に

臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
令
和
6
年

度
に
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
に

つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。

　

変
化
す
る
社
会
の
な
か
で
、
子

ど
も
が
主
体
的
に
生
き
る
力
を
育

成
す
る
た
め
、
非
常
勤
講
師
や
特

別
支
援
教
育
支
援
員
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
、
学
校
運
営
力

の
向
上
を
図
る
各
種
人
材
を
配
置

し
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
教

育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
か

な
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
一
層
の
活
用
に
よ
る
授
業
改
善

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
い
じ
め
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
未
然
防
止
と
早
期
発
見
、

早
期
対
応
に
組
織
的
に
取
り
組
む

ほ
か
、
不
登
校
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
児
童
生
徒
の
状
態
に
応
じ

た
多
様
な
支
援
を
行
い
ま
す
。　

　

小
学
校
の
水
泳
学
習
は
、
新
た

に
民
間
プ
ー
ル
も
活
用
し
な
が
ら
、

確
実
な
実
施
に
努
め
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
給
食
食
材
購
入
費

の
支
援
や
就
学
援
助
に
よ
り
、
保

護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
を
拡
充
し
、

地
域
学
校
協
働
活
動
の
充
実
を
図

る
ほ
か
、
学
校
部
活
動
の
地
域
移

行
等
を
段
階
的
に
進
め
る
た
め
の

計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

子
ど
も
や
教
職
員
等
の
健
康
を

守
る
た
め
、
保
健
室
に
常
設
型
エ

ア
コ
ン
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

当
面
の
対
策
と
し
て
、
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
等
を
設
置
し
ま
す
。

　

心
の
豊
か
さ
を
育
む
文
化
芸
術

を
振
興
す
る
た
め
、
市
民
創
作

「
函
館
野
外
劇
」
等
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
文
化
芸
術
団
体
の
自

主
的
か
つ
活
発
な
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

　

ま
た
、
（
仮
称
）
総
合
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
整
備
に
向
け
た
検
討
を

進
め
る
ほ
か
、
大
船
遺
跡
の
保
存

活
用
に
係
る
基
本
方
針
等
を
定
め

る
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

健
や
か
な
心
身
を
育
む
運
動
・

ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
す
る
た
め
、
は

こ
だ
て
市
民
健
幸
大
学
実
行
委
員

会
へ
の
参
画
や
函
館
マ
ラ
ソ
ン
の

魅
力
向
上
に
取
り
組
む
ほ
か
、
国

内
初
の
モ
ル
ッ
ク
世
界
大
会
の
開

催
を
支
援
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の

一
層
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

市
民
の
健
康
意
識
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

2 令和6年3月［市政はこだて］
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令
和
6
年
度
市
政
執
行
方
針
・
教
育
行
政
執
行
方
針

令
和
6
年
度
市
政
執
行
方
針
・
教
育
行
政
執
行
方
針

市
政
執
行
方
針

市長　大泉　　潤

教
育
行
政
執
行
方
針

教育長　藤井　壽夫

2
月
22
日
に
第
1
回
函
館
市
議
会
定
例
会
で
行
っ
た
、
市
政
執
行
方
針
と
教
育
行
政

執
行
方
針
に
つ
い
て
、
内
容
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

（
執
行
方
針
全
文
は
市
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

146323
HP

146323
HP

https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2024021400265/
https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2024020100159/
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特
　
　
　
集

市
政
情
報

健
康
情
報

講
座
・
教
室
案
内

暮
ら
し
の
ご
案
内

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
活
用
推
進

1
9
0
万
円

　

養
殖
コ
ン
ブ
等
に
吸
収
・
貯
留

さ
れ
る
炭
素
で
あ
る
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
地
区
に

お
い
て
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
の
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

5
2
8
万
円

　

地
域
資
源
を
活
か
し
た
ツ
ア
ー

の
商
品
造
成
や
ワ
イ
ン
の
普
及
等

を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
ま
す
。

経
済
振
興
計
画
の

　
　
　
　
　

策
定
に
向
け
た
検
討

1
8
5
万
円

　

函
館
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条

例
に
基
づ
く
中
長
期
的
に
取
り
組

む
べ
き
方
向
性
を
定
め
る
経
済
振

興
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
地
域

経
済
の
現
状
分
析
の
調
査
等
を
行

い
ま
す
。

奨
学
金
返
還
支
援
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
材
確
保

1
千
2
2
3
万
円

　

若
者
人
材
の
確
保
・
定
着
を
図

る
た
め
、
市
内
中
小
企
業
等
に
正

社
員
と
し
て
就
職
す
る
方
に
対

し
、
奨
学
金
返
還
金
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
た
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
の
拡
大

15
億
9
千
万
円

　

寄
附
金
の
増
加
を
図
る
た
め
、

民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
な
が
ら
返
礼
品
の
磨
き
上
げ
や

充
実
を
図
る
ほ
か
、
市
場
動
向
に

即
し
た
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
す
。

新
た
な
特
産
品
開
発
の
促
進　

4
千
27
万
円

　

市
内
食
品
関
連
事
業
者
の
商
品

開
発
に
係
る
経
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

棒
二
森
屋
跡
地
の
市
街
地

　
　
　
　

再
開
発
事
業
へ
の
支
援

1
億
8
千
9
0
5
万
円

　

函
館
の
顔
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

新
た
な
賑
わ
い
空
間
を
創
出
す
る

た
め
、
棒
二
森
屋
跡
地
の
市
街
地

再
開
発
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
市
場
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
実
施

3
0
0
万
円

　

ア
メ
リ
カ
人
観
光
客
の
誘
致
に

向
け
、
現
地
で
行
わ
れ
て
い
る
旅

行
博
や
観
光
商
談
会
に
参
加
す
る

な
ど
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
す
。

経済・観光を再生します

新

新

新新

イ
ー
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
・

　
　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

3
0
0
万
円

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、

東
北
観
光
推
進
機
構
な
ど
と
連
携

し
、
外
国
人
観
光
客
を
東
京
か
ら

東
日
本
へ
誘
客
を
促
進
す
る
新
た

な
観
光
ル
ー
ト
の
造
成
等
を
行
い

ま
す
。

函
館
空
港
国
際
航
空
便
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
航
促
進

2
千
万
円

　

国
際
線
を
新
規
就
航
・
再
開
す

る
航
空
会
社
に
対
し
、
空
港
施
設

使
用
料
や
地
上
支
援
業
務
に
係
る

経
費
等
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

移
住
・
定
住
者
誘
致
の
推
進

3
千
4
6
7
万
円

　

新
た
に
移
住
検
討
者
が
函
館
で

移
住
体
験
す
る
場
合
の
宿
泊
料
を

助
成
す
る
ほ
か
、
移
住
支
援
金
の

対
象
を
拡
充
し
ま
す
。

新
幹
線
の
函
館
駅
へ
の

　
　
　
　
　
　
　

乗
り
入
れ
調
査

50
万
円

　

新
幹
線
の
函
館
駅
乗
り
入
れ
に

関
す
る
調
査
結
果
を
も
と
に
、
関

係
機
関
等
へ
の
説
明
や
調
整
を
進

め
な
が
ら
検
討
を
行
い
ま
す
。

市
民
会
館
へ
の　

　
　
　

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
設
備
の
導
入

3
0
4
万
円

　

利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た

め
、
市
民
会
館
の
会
議
室
等
に
Ｗ

ｉ
‐
Ｆ
ｉ
設
備
を
整
備
し
ま
す
。

（
仮
称
）
総
合
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

整
備
推
進

1
0
0
万
円

　

「
（
仮
称
）
総
合
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
整
備
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的

な
考
え
方
（
た
た
き
台
）
」
の
成

案
化
に
向
け
、
市
民
・
関
連
団
体

等
で
構
成
す
る
検
討
会
議
を
開
催

し
ま
す
。

2
0
2
4
モ
ル
ッ
ク

　

世
界
大
会
in
函
館
の
開
催
支
援

1
0
0
万
円

　

本
年
8
月
に
国
内
で
初
め
て
開

催
さ
れ
る
モ
ル
ッ
ク
世
界
大
会
in

函
館
の
開
催
を
支
援
し
ま
す
。

文化・スポーツ振興で未来を育みます

新新

新新

4 令和6年3月［市政はこだて］

特
　
　
　
集

市
政
情
報

健
康
情
報

講
座
・
教
室
案
内

暮
ら
し
の
ご
案
内

第
２
子
以
降
の
保
育
料
を
無
償
化

6
千
4
7
5
万
円

　

認
可
保
育
施
設
に
お
け
る
第
2

子
以
降
の
保
育
料
を
完
全
無
償
化

し
ま
す
。

小
学
校
入
学
祝
金
の
支
給

1
億
3
千
7
0
5
万
円

　

小
学
校
新
入
生
の
保
護
者
に
対

し
、
子
ど
も
1
人
10
万
円
の
祝
金

を
支
給
し
ま
す
。

公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学

　
　

授
業
料
・
入
学
料
の
無
償
化

5
千
7
2
1
万
円

　

入
学
時
3
年
前
か
ら
生
計
維
持

者
が
函
館
市
、
北
斗
市
、
七
飯
町

に
住
所
を
有
す
る
学
部
生
を
対
象

に
、
授
業
料
と
入
学
料
を
無
償
化

し
ま
す
。

保
育
士
等
の
確
保

2
千
7
4
7
万
円

　

常
勤
の
保
育
士
等
と
し
て
初
め

て
市
内
の
保
育
所
等
で
働
く
方
や

一
定
期
間
継
続
し
て
働
い
た
方
に

対
し
、
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

南
茅
部
地
区
に
お
け
る
放
課
後

　
　

児
童
の
預
か
り
事
業
の
実
施

6
2
9
万
円

　

南
茅
部
地
区
に
お
い
て
放
課
後

の
子
ど
も
の
居
場
所
を
確
保
す
る

た
め
、
小
規
模
な
放
課
後
児
童
の

預
か
り
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
支
援
員
等
の
増
員

9
千
5
7
0
万
円

　

教
育
上
特
別
な
配
慮
を
要
す
る

児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
体
制
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
特
別
支
援
教

育
支
援
員
や
特
別
支
援
教
育
巡
回

指
導
員
を
増
員
し
ま
す
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
推
進

（
放
課
後
の
無
料
学
習
支
援
事
業

の
拡
充
）

2
千
5
2
9
万
円

　

町
会
館
等
に
お
い
て
小
学
生
向

け
の
学
習
支
援
を
新
た
に
実
施
す

る
ほ
か
、
生
活
困
窮
世
帯
の
中
学

生
向
け
学
習
支
援
事
業
の
定
員
を

拡
充
し
ま
す
。

令和 6年度予算案の主な施策（新規・拡充など）令和 6 年度予算案の主な施策（新規・拡充など）
第 1回函館市議会定例会に提案した令和 6年度に予定している事業の中から、主な事業を紹介します。

子どもたちの未来を守ります

※　は新規事業新

新

新

看
護
系
大
学
等
の
設
置
検
討

1
5
0
万
円

　

幅
広
い
知
識
と
技
術
を
有
す
る

看
護
師
の
確
保
お
よ
び
市
外
へ
の

若
者
流
出
の
抑
制
を
図
る
た
め
、

看
護
系
大
学
等
の
設
置
の
可
能
性

等
に
つ
い
て
議
論
す
る
検
討
会
議

を
開
催
し
ま
す
。

介
護
人
材
等
の
確
保

1
千
1
0
0
万
円

　

市
内
の
介
護
事
業
所
等
で
初
め

て
正
規
の
常
勤
介
護
職
等
と
し
て

働
く
方
へ
の
奨
励
金
を
支
給
し
ま

す
。

市
立
函
館
南
茅
部
病
院
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

移
転
新
築

1
千
5
3
0
万
円

　

設
置
か
ら
50
年
近
く
経
過
し
施

設
や
設
備
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
移
転
新
築
に
向
け

基
本
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

町
会
の
街
路
灯
設
置
費
用
の　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
成
拡
充

1
千
9
4
4
万
円

　

町
会
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
街
路
灯
の
設
置
工
事
等
に
か

か
る
助
成
上
限
額
を
引
き
上
げ
ま

す
。

公
共
交
通
運
転
手
の
確
保

5
7
5
万
円

　

従
業
員
の
二
種
免
許
取
得
費
用

を
全
額
負
担
す
る
公
共
交
通
事
業

者
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
運
行

2
千
2
3
5
万
円

　

西
部
地
区
に
お
い
て
、
利
用
者

の
予
約
に
応
じ
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
最
適
な
配
車
を
行
う
Ａ
Ｉ
デ
マ

ン
ド
交
通
の
導
入
に
向
け
た
実
証

運
行
を
実
施
し
ま
す
。

高
齢
者
交
通
料
金
助
成
の
拡
充

9
千
2
5
9
万
円

70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
さ
ら
な

る
社
会
参
加
の
促
進
や
健
康
保
持

等
を
図
る
た
め
、
助
成
上
限
額
を

引
き
上
げ
ま
す
。

（
年
間
助
成
上
限
額

 

6
千
円
↓
1
万
円
）

高
齢
者
の
安
全
運
転
へ
の
支
援

2
0
0
万
円

　

高
齢
者
の
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
え

等
に
よ
る
交
通
事
故
防
止
や
事
故

発
生
時
の
被
害
軽
減
の
た
め
、
安

全
運
転
支
援
装
置
の
設
置
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

重
度
障
が
い
者
等
へ
の
就
労
支
援

2
7
5
万
円

　

重
度
訪
問
介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
重
度
障
が
い
者

等
に
対
し
、
通
勤
や
職
場
等
に
お

け
る
業
務
介
助
等
の
支
援
を
実
施

し
ま
す
。

動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
の
開
設

1
億
7
6
2
万
円

　

動
物
愛
護
管
理
の
機
能
を
拡
充

す
る
た
め
、
新
た
に
北
海
道
の
道

南
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
運
用
し
ま

す
。

医療、福祉、暮らしを支えます

新新

新 新新新

新 新 新 新


